
 

かけがえのないあなた 

 

                                園長   加藤 明宏 

 

 先日「キリスト教保育を考える」と題した研修を受けました。１９１２年、今から１００年以上前、「日

本のフレーベル」と言われる倉橋惣三が著わした「子ども本位」という文章が紹介されました。保育が、

事業本位、成果本位、教師本位になっていないか、与えすぎによる「子ども不本位」になっていないかと

いう戒めでもありました。１００年前の文章とは思えないほど、現代にも通用する戒めだと思いました。

毎日当たり前のように行っている礼拝（お祈り、聖歌など）を、子どもたちはどう思っているか、どう感

じているかを考えさせられました。子どもたちが礼拝と聞いて「エ～ また・・・」となっていないか。

礼拝が終わって、「あー、おもしろかった。今度はいつ？」と、子どもたちは言ってくれるだろうか？ 私

たち保育者の永遠の課題かもしれません。 

 

 今月の主題は、「大きくなる」「かけがえのない」です。０～２歳児は、大きくなったことを喜ぶことが

主題です。乳児たちは遊びの中で、「やりたい、おもしろい、できた」を積み重ねて、ずいぶん自信をつけ

てきました。またケンカをしたり、失敗することも大切な経験だったと思います。自信を持って新しい生

活に期待し、進級を迎えて欲しいものです。幼児たちは、卒園する年長児はもちろん、もも組、年少組、

年中組もそれぞれの新しい生活が始まります。一人ひとりが神さまに愛されているかけがえのない存在で

あることを感じて欲しいと願います。誰かが風邪などでお休みすると、「○○ちゃんが早くよくなります

ように」とみんなでお祈りします。休んでいる子どもも、幼稚園で心配され、祈られていることを知って

います。それは元気な時にお休みのお友達のために祈った経験があるからです。 

 祈り、祈られる子どもたちの関係は、何の押し付けもなく、見返りも期待せず、ただただ自然に相手に

寄り添う、そんなふうに大切にされることを通して、自分（子ども自身）が、神さまに愛されているかけ

がえのない存在だと感じていくことでしょう。残り少ない今年度を、その１日１日をかけがえのないもの

として大切に過ごしていきましょう。幼稚園でも、ご家庭でも。１年間、豊田幼稚園の運営にご協力をい

ただきまして、保護者に皆さまに心より感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

2019年度の年主題：ことばに満たされて～ひびきあう～ 

３月のテーマ ３月のねがい 

かけがえのない 

・一人ひとりが神さまに愛されているかけがえのない存在であることを感じる 

・神さまへの感謝、希望をことばや賛美で表す 

・アイディアを出し合い遊びを充実させ、満ち足りた思いをもつ 

・仲間と共に見通しをもって自分たちの生活を組み立てていき、新しい生活への 

期待をもつ 

聖 句  わたしたちの主イエス・キリストの名により、父である神に感謝しなさい。 

（エフェソの信徒への手紙 5：20） 

３月の予定                              マークの説明…Ｔ＝体操 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 

感謝礼拝 

（年少・満 3 歳） 

ひなまつり 

３ 

 

T年長 

４ 

 

T年中・年少 

５ 

誕生会 

避難訓練 

６ 

お別れ遠足 

（お弁当） 

清掃奉仕 

７ 

 

8 

 

９ 

 

10 

T年長 

（最終回） 

11 

T年中・年少 

（最終回） 

12 

 

はぐくみ(要予約) 

13 

 

卒園式   

リハーサル 

14 

 

15 

 

1６ 

 

お別れ会 

 

17 

第 4 1 回   

卒 園 式 

 

18 

 

 

19 

修了式 

（一日保育） 

（帰りのバス運休） 

（預かり保育有り） 

諸費用引落し 

20 

 

 ㊗ 

21 

 

22 

 

23 

 

 

24 

 

 

25 

同窓会 

26 

 

27 

 

28 

 

29 

 

３0 31 

緊急メール 

（ライデンスクール） 

リセット 

    

 

３月の園だより 
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